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実行委員会事務局 

 

弾道ミサイル発射への対応について(確認) 

  
このことについて、本実行委員会では下記のとおりとしております。 

つきましては、対応等について御確認いただくとともに、必要に応じて関係者への周知をお

願いします。 

 

記 
 

（１）大会前にＪアラートが鳴った場合の対応      

①その時にとれる避難行動を行う。 

  ②Jアラート追加情報の確認 

◎領海外にミサイルが落下した場合    → 予定通り大会を実施 

   ◎領土・領海内にミサイルが落下した場合 → 自宅または宿泊施設待機 

   ※大会実施の有無等は状況に応じて判断します。 

 

（２）大会中にＪアラートが鳴った場合の対応 

  ①競技を中断し，近隣のできるだけ頑丈な建物へ避難する 

   ※近隣に避難できる建物がない場合 → 物陰に身を隠すか地面に伏せ，頭部を守る 

   ※屋内では，できるだけ窓から離れ，頭部を守る  

  ②Jアラート追加情報の確認 

   ◎領海外にミサイルが落下した場合    → 予定通り大会を実施 

   ◎領土・領海内にミサイルが落下した場合 → 競技の中断 

                         安全が確保されるまでその場で待機 

  ※その後の大会の実施の有無等は健康危機対策本部会議で協議し状況に応じて判断します。 

 

（３）中断した場合の競技の再開方法について（基本） 

  ①Jアラートが鳴った時点での中断。全チームの走者が走り終わっている区間のタイム差で 

中断時点の次の区間を中継点からスタートし再開する。 

※例 1)全てのチームにおいて３区の走者が競技中に中断した場合 

            再スタートは４区から。２区のタイム差で時差スタートする。 

         例 2)２区と３区にまたがってレースが行われている際に中断した場合 

            再スタートは４区から。１区のタイム差で時差スタートする。 

     例 3)１区競技中の中断の場合 

       スタート地点から第２区一斉スタートで競技再開する。 

     例 4)最終区競技中の中断の場合 

       その時点で競技終了する。 

※成績について、中断し競技を再開した場合には、総合成績・個人成績はなし。 

※避難する場合は、施設管理者と連携し、二次災害に十分注意しながら指定避難場所等の 

安全な場所への参加者等の避難誘導を指示します。 

 

（４）その他の対応 

   帰省等、個別の対応はミサイル着弾の場所，被害の状況，国の対応や国際情勢等を踏ま

えながら，各関係機関と相談の上判断し，各校へ連絡します。なお，対応等については，

その都度ホームページへ掲載します。 

 

 ※出場校には「全国中学校駅伝大会 2017健康危機管理マニュアル」でお知らせしております。 


